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事 業 概 要

長 寿 社 会 課

事 業 名 内 容

介護福祉士修学資金等 １ 事業目的

貸付事業 深刻な不足が見込まれる介護人材を確保するため、いった

ん離職した介護職員の再就職の準備に要する経費及び介護職

２５１，０９１千円 を目指す学生の修学等に要する経費について、返還免除付き

の貸付事業を行う県社会福祉協議会に対し助成する。

２５１,０９１

２ 実施主体 （福）秋田県社会福祉協議会

３ 事業費

（１）再就職準備金貸付 １３６，０００千円

（２）修学資金貸付（養成施設） １１０，２０５千円

（３）修学資金貸付（実務者研修） ２０，０００千円

（４）事務費 １２，７８５千円

計 ２７８，９９０千円

４ 補助金額 ２５１，０９１千円

【 ， （ ）】２７８ ９９０千円×９／１０ 国負担分

５ 貸付内容

６ 県負担分（１／１０相当額）

貸付状況に応じて、各年度に予算措置する。

貸付種別 対象者等 免除要件

再就職準備金
 離職した介護職員
 (１年以上の経験を有する者）

　 講習会参加経費等

修学資金（養成施設） 介護福祉士養成施設入学者

　 学費 月額 ５万円
 　入学準備金 １回 ２０万円
　 就職準備金 １回 ２０万円
　 国家試験受験対策費 年額 ４万円
　 生活費加算（生活保護基準） 月額 3.5万円程度

修学資金（実務者研修） 介護職員等

　 介護職員実務者研修受講費

貸付上限額

５年間、介護職員として従事
（原則県内）

２年間、介護職員として従事
（原則県内）

２年間、介護職員として従事
（原則県内）

１回 ２０万円

１回 ２０万円
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事 業 概 要

障 害 福 祉 課

事 業 名 内 容

障害児・者施設整備補 １ 事業目的

助事業 障害福祉サービスを提供する障害児・者施設の整備を促進

することにより、障害児・者の福祉の向上を図る。

６９，８３８千円

２ 補助率

４６，５５９ 国１／２、県１／４

３４，７００

△１１，４２１ ３ 事業内容

設 置 主 体 整備 設置 補助額
種別・定員(人)

事 業 所 名 区分 場所 (千円)

大規模(NPO)鹿 角 親 交 会
鹿角市 共 同 生 活 援 助 5 7,115

修 繕グループホーム鹿角親交会みどり荘

(福) 交 楽 会
創設 共 同 生 活 援 助 5 21,566北秋田市

サポートホームであいの家

(福) 二ツ井めぐみ会
創設 能代市 共 同 生 活 援 助 7 20,520

第一二ツ井めぐみホーム

生 活 介 護 30
就労継続支援Ａ型 10(福) アヴェク・トワ

創設 横手市 192,354児 童 発 達 支 援 5
共 同 生 活 援 助 8障がい者複合型施設ブリエ十文字
短 期 入 所 6

計 241,555

（ ）※補正額の内容 単位：千円

27年度当初 補助金交付 差引補正額国当初予算の 国補正予算の

内示減による 追加内示によ予算額 決定済額

執行残額 る補助所要額

(12件) (5件) 4件)(

Ａ Ｂ Ｃ(Ａ－Ｂ) Ｄ Ｅ(Ｄ－Ｃ)

414,473 242,756 171,717 241,555 69,838
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事 業 概 要

子 育 て 支 援 課

事 業 名 内 容

地域の子育て力向上事 １ 事業目的

業 平成２８年４月から 「あきた子育てふれあいカード」な、

（ あきた子育てふ ど各都道府県における子育て支援パスポート事業の全国共通○新
れあいカード全国共 展開が予定されており、これに対応するための取組を行う。

通展開事業）

２ 実施主体 県

５,１６３千円

３ 事業内容

５,１６３ 県内の子育て家庭が、県外でもカードを利用した優待サー

ビスを受けることができるよう必要な取組を実施するほか、

カードの利活用を推進する。

・補 助 率 国１０／１０

（地域少子化対策重点推進交付金）

・実施内容 全国共通ロゴ入りカード等の作成、配付

ふれあいカードＷｅｂサイトの改修

全国共通展開に関するＰＲ

※全国共通展開後のあきた子育てふれあいカード（イメージ）
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事 業 概 要
子 育 て 支 援 課

事 業 名 内 容

子どものための自 １ 事業目的○新
立支援資金貸付事業 児童養護施設等を退所し就職又は進学した者の円滑な自立支

援と、ひとり親家庭の親の就職に有利な資格取得による自立の

１４８,１５９千円 促進を図るため、返還免除付きの貸付事業を行う県社会福祉協

議会に対し助成する。

１４８,１５９

２ 実施主体 （福）秋田県社会福祉協議会

３ 事業費

（１）児童養護施設退所者等自立支援資金 １１６,２６６千円

（２）ひとり親家庭高等職業訓練促進資金 ３８,０００千円

（３）事務費 １０,３５５千円

計 １６４,６２１千円

４ 補助金額 １４８,１５９千円

【 （ ）】１６４,６２１千円×９／１０ 国負担分

５ 貸付内容

種別 対象者 貸付額等 免除要件

児童養護施設 ①就職者 家賃相当額（生活保護制度の住宅扶助額 就職した日から５年

退所者等自立 を上限、２年間） 間の就業継続

支援資金 ②進学者 ア 家賃相当額（同上、正規修学年数） 卒業した日から１年

イ 生活費 月額５万円（正規修学年数） 以内に就職し、かつ

５年間の就業継続

③資格取得希望者 就職に必要な資格取得の実費 ２５万円 就職した日から２年

間の就業継続

ひとり親家庭 高等職業訓練促進 ①入学準備金 ５０万円 養成機関卒業から１

高等職業訓練 給付金の支給対象 ②就職準備金 ２０万円 年以内に資格を活か

促進資金 のひとり親 して県内に就職し、

５年間就業継続

６ 県負担分（１／１０相当額）

貸付状況に応じて、各年度に予算措置する。

4


